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日
本
に
お
け
る
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
水
の
受
容

〔
要
旨
〕
一
七
七
五
年
に
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
と
し
て
来
日
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
医
師
・
杣
物
学
者
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
は
、

Ⅱ
本
の
医
師
や
通
詞
に
梅
毒
の
水
銀
水
療
法
を
教
え
た
。
こ
の
治
療
法
は
ウ
ィ
ー
ン
の
医
師
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
イ
ー
テ
ン

が
、
一
七
五
四
年
に
公
表
し
た
○
・
一
○
四
％
昇
禾
液
の
内
用
療
法
で
あ
り
、
安
全
性
を
考
噛
し
て
川
吐
を
設
定
し
た

も
の
で
あ
る
。
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
か
ら
こ
れ
を
教
わ
っ
た
通
詞
吉
雄
耕
牛
は
、
そ
の
教
え
を
『
紅
毛
秘
事
記
」
に
ま
と
め

た
が
、
そ
こ
に
は
高
用
逓
を
含
め
た
各
種
処
方
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
水
銀
水
処
方
は
、
蘭
方
医
に
よ
り
次
々
と
伝

承
さ
れ
て
い
く
が
、
一
八
二
○
年
代
に
は
宇
田
川
玄
真
ら
に
よ
る
西
洋
薬
物
書
が
出
版
さ
れ
、
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
薬
酒
方

と
し
て
正
確
な
用
量
の
処
方
の
み
が
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
が
規
定
し
た
昇
禾

の
般
大
用
量
は
、
極
量
と
し
て
第
五
改
正
日
本
薬
吋
方
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
○
・
一
○
四
％
昇
禾
液
、
紅
毛
秘
事
記
、
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
薬
酒
方
、
昇
禾
極
量

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
八
巻
第
四
号
平
成
十
三
年
一
一
月
十
五
日
受
付

平
成
十
四
年
十
一
一
月
二
十
日
発
行
平
成
十
四
年
九
月
二
十
一
日
受
理

高
橋
文
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筆
者
は
一
九
七
六
年
に
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
関
連
資
料
調
査
の
た
め
に
赴
い
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
入
手
し
た
論
文
「
医
師
リ
ン
ネ
の
業
績
に
っ

（
３
）

い
て
の
研
究
」
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
リ
ン
ネ
協
会
誌
Ⅵ
号
、
一
九
二
三
）
か
ら
示
唆
を
得
て
、
こ
の
水
銀
療
法
は
リ
ン
ネ
９
門
一
ぐ
○
ご
巨
己
局
（
一

七
○
七
～
七
八
）
が
オ
ラ
ン
ダ
留
学
時
代
に
知
己
を
得
た
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
序
国
＆
ぐ
目
め
乱
２
９
（
一
七
○
○
～
七
三
に
よ
る
水

銀
量
を
減
量
し
て
内
服
投
与
す
る
方
法
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
を
ず
っ
と
抱
い
て
い
た
。
一
九
九
二
年
に
よ
う
や
く
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
医

史
学
研
究
所
よ
り
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
液
ぐ
煙
己
の
言
目
①
己
〕
ｍ
匡
呂
○
門
に
関
す
る
資
料
を
得
て
、
そ
の
疑
問
を
解
消
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

つ
ま
り
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
が
日
本
人
に
教
え
た
水
銀
療
法
と
は
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
医
学
部
を
改
革
し
た
医
師
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
に
よ
り
、

長
期
間
、
広
範
囲
に
わ
た
る
臨
床
研
究
を
経
て
一
七
五
四
年
に
公
表
さ
れ
た
昇
耒
（
塩
化
第
二
水
銀
）
の
○
・
一
○
四
％
溶
液
の
内
用
療
法
で

（
４
）

あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
既
に
二
、
三
の
雑
誌
に
発
表
し
て
き
た
。

本
稿
で
は
の
ち
に
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
液
と
呼
ば
れ
、
一
八
三
○
年
代
か
ら
一
九
三
○
年
代
の
ョ
Ｉ
ロ
ッ
パ
各
国
薬
局
方
に
も
収
載

さ
れ
た
こ
の
○
・
一
○
四
％
昇
耒
液
の
日
本
に
お
け
る
受
容
に
つ
い
て
、
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
の
直
弟
子
と
い
え
る
吉
雄
耕
牛
の
著
述
を
は
じ
め

と
し
て
鎖
国
時
代
の
藺
方
医
に
よ
る
主
な
著
述
と
日
本
薬
局
方
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
り
そ
の
経
緯
を
た
ど
り
、
日
本
医
療
へ
定
着
し
て
い

に
関
し
て
、
梅
毒
の
水
銀
療
法
↑

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

安
永
年
間
に
オ
ラ
ン
ダ
商
館
医
と
し
て
来
日
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
医
師
・
植
物
学
者
、
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
○
閏
一
恵
房
『
弓
冒
号
の
侭
二

（
１
）

七
四
三
～
一
八
二
八
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
日
本
植
物
学
に
関
す
る
功
績
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
医
師
と
し
て
の
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー

（
リ
】
）

に
関
し
て
、
梅
毒
の
水
銀
療
法
を
日
本
の
医
師
や
通
詞
に
教
え
た
こ
と
は
以
前
か
ら
言
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は

く
様
子
を
考
察
す
る
。

一
、
は
じ
め
に
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１
「
紅
毛
秘
事
記
』

（
－
勤
）

「
崎
陽
吉
雄
永
章
訳
」
と
記
さ
れ
て
い
る
十
五
頁
か
ら
成
る
本
書
は
、
「
夫
メ
リ
ク
リ
ュ
ス
ワ
ー
ト
ル
ノ
来
由
ヲ
原
ヌ
ル
ニ
…
…
」
で
始

ま
る
写
本
で
、
こ
の
水
銀
水
に
関
し
て
そ
の
由
来
、
製
法
、
水
薬
の
処
方
、
加
減
方
、
服
用
法
、
永
義
考
用
方
と
そ
の
変
方
、
禁
忌
事
項
、

好
ま
し
い
食
物
を
記
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
か
ら
い
く
つ
か
の
ヒ
ン
ト
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
つ
に
水
銀
水
の
処
方
と
し
て

各
成
分
名
と
そ
の
用
量
を
記
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
は
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
自
身
の
本
処
方
に
関
す
る
記
述
（
書
簡
、
講
演
、
旅
行
記
）
が
、

各
成
分
名
を
記
す
の
み
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
と
対
比
す
る
と
重
要
で
あ
る
。
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
は
彼
の
『
旅
行
記
」
（
一
七
八
八
～
一
七
九
三
年

に
四
巻
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
ヨ
七
七
○
～
一
七
七
九
年
に
わ
た
る
ョ
－
ロ
ッ
パ
、
ア
フ
リ
カ
、
ア
ジ
ア
紀
行
』
。
本
稿
で
は
『
旅
行
記
』
と
略
）
中

に
記
し
て
い
る
事
柄
を
、
既
に
学
術
論
文
と
し
て
纒
め
発
表
し
て
い
る
例
が
あ
る
。
例
え
ば
医
薬
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
第
一
巻
で
記

（
６
）

し
て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
南
ア
フ
リ
カ
へ
向
か
う
船
中
で
、
誤
っ
て
食
物
に
混
入
さ
れ
た
鉛
白
に
よ
る
食
中
毒
に
つ
い
て
、
第
三
巻
で
江
戸

（
一
Ｊ
）

参
府
時
に
桂
川
甫
周
か
ら
贈
ら
れ
た
解
毒
剤
と
し
て
の
馬
の
胃
結
石
に
つ
い
て
等
で
あ
り
、
論
文
と
し
て
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
科
学
ア
カ

（
３
）
（
９
）

デ
ミ
ー
紀
要
」
に
「
誤
っ
て
食
物
に
使
用
さ
れ
た
鉛
白
に
よ
る
事
故
」
、
「
馬
の
胄
中
に
あ
っ
た
解
毒
用
結
石
に
つ
い
て
の
記
述
」
の
表
題
で

（
川
）

発
表
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
水
銀
水
に
つ
い
て
は
『
旅
行
記
』
第
三
巻
の
江
戸
滞
在
の
項
で
述
べ
、
第
四
巻
の
日
本
の
医
師
の
項
で
「
水

（
Ⅲ
）

銀
水
を
用
い
て
治
療
す
る
方
法
は
、
幸
運
に
も
私
が
初
め
て
彼
ら
〔
日
本
人
医
師
や
通
詞
〕
に
教
え
た
の
で
あ
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
が
（
Ｏ

内
は
筆
者
注
、
以
下
同
じ
）
、
学
術
論
文
と
し
て
発
表
す
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
が
教
え
た
水
銀
水
処
方
の
用
量

は
、
現
状
で
は
「
紅
毛
秘
事
記
」
に
よ
っ
て
初
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

吉
雄
耕
牛
の
『
紅
毛
秘
事
記
」
に
つ
い
て
は
、
阿
知
波
五
郎
氏
が
「
近
代
医
史
学
論
考
』
の
中
で
「
す
で
に
藺
学
期
以
前
に
耕
牛
が
］
○
ｍ
①
ｇ

（
哩
）

言
の
８
国
①
ご
呉
（
弓
認
‐
屍
言
）
か
ら
『
紅
毛
秘
事
記
」
に
移
し
入
れ
た
」
と
し
て
、
本
書
に
注
目
し
て
お
ら
れ
る
。
阿
知
波
氏
は
蘭
医
害
翻

一
、
水
銀
水
に
関
す
る
日
本
の
著
述
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訳
出
版
以
前
を
長
崎
通
詞
期
二
六
七
四
～
一
七
七
九
）
と
さ
れ
、
「
紅
毛
秘
事
記
」
の
「
近
世
ノ
新
キ
ブ
ッ
ク
ニ
マ
テ
リ
カ
ー
ュ
リ
シ
ト
云
ブ

ッ
ク
即
チ
ョ
ー
セ
ー
ヒ
ス
ヤ
ー
マ
ー
ヒ
ス
ブ
レ
ン
キ
ト
云
ド
ッ
ク
ト
ウ
ル
ノ
著
述
セ
ル
其
ブ
ッ
ク
ノ
内
二
精
キ
コ
ト
此
コ
ト
ヲ
載
セ
タ
リ
」

と
い
う
記
述
か
ら
、
プ
レ
ン
ク
の
書
籍
の
日
本
語
訳
出
版
以
前
に
耕
牛
が
オ
ラ
ン
ダ
語
版
の
プ
レ
ン
ク
の
本
を
読
ん
で
い
た
こ
と
を
指
摘
し

（
脚
）

て
お
ら
れ
る
。
ま
た
「
近
代
日
本
の
医
学
」
の
中
で
、
「
耕
牛
は
梅
毒
に
つ
い
て
特
別
の
関
心
を
持
っ
て
い
た
」
と
し
て
、
耕
牛
の
門
人
、
中

井
厚
沢
が
実
験
に
よ
り
ソ
ッ
ピ
ル
を
製
造
し
た
こ
と
が
、
そ
の
現
わ
れ
で
あ
る
と
し
て
お
ら
れ
る
。
「
紅
毛
秘
事
記
」
に
は
メ
リ
ク
リ
ュ
ス
〔
昇

（
Ｎ
）

耒
〕
の
製
法
も
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
宗
田
一
氏
の
『
日
本
製
薬
技
術
史
の
研
究
」
、
そ
れ
を
さ
ら
に
改
訂
し
た
『
実
学
史

（
胴
）

研
究
Ⅱ
」
中
の
「
駆
梅
用
水
銀
剤
の
製
造
を
め
ぐ
る
認
識
と
展
開
」
に
詳
し
い
。
宗
田
氏
は
ま
た
「
日
本
製
薬
技
術
史
の
研
究
』
で
、
『
紅
毛

秘
事
記
」
中
に
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
と
水
銀
水
に
関
す
る
文
章
が
あ
る
こ
と
を
初
め
て
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
筆
者
の
研
究
は
こ
こ
か
ら
始
っ

梅
毒
に
特
別
の
関
心
を
持
ち
、
語
学
に
堪
能
で
い
ち
早
く
西
洋
医
書
を
入
手
で
き
る
位
置
に
い
た
耕
牛
に
よ
り
『
紅
毛
秘
事
記
」
は
書
か

れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
水
銀
水
各
成
分
の
用
量
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
処
方
が
○
・
一
○
四
％
昇
耒
液
で
あ
り
、

フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
が
今
日
で
い
う
安
全
性
を
確
認
の
上
、
一
七
五
四
年
に
公
表
し
た
処
方
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。
し
か
し

「
紅
毛
秘
事
記
』
に
は
、
さ
ら
に
加
減
方
と
し
て
用
量
が
異
な
る
四
処
方
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で
特
に
気
に
な
る
の
は
強
方
と
し
て

○
・
三
四
二
％
昇
耒
水
の
処
方
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
が
安
全
性
を
確
か
め
て
公
表
し
た
○
・

一
○
四
％
昇
耒
液
の
三
倍
強
の
用
量
で
あ
り
、
最
大
量
二
倍
と
い
う
し
ば
り
を
上
廻
る
用
量
で
あ
る
。
こ
れ
が
耕
牛
の
経
験
に
基
づ
く
用
量

と
し
て
記
さ
れ
た
も
の
か
、
或
い
は
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
ま
た
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
を
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
が
教
え
た

も
の
か
は
こ
こ
で
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
調
剤
経
験
を
も
つ
筆
者
に
は
気
に
な
る
用
量
で
あ
る
。

２
杉
田
玄
白
か
ら
小
林
令
助
あ
て
書
簡

津
山
の
洋
学
資
料
館
に
杉
田
玄
白
か
ら
小
林
令
助
に
あ
て
た
書
簡
が
何
通
か
保
管
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
に
享
和
二
年
（
一
八
○
二
）
八
月

た
○



日本医史学雑誌第48巻第4号(2002)579

二
○
日
付
の
一
通
が
あ
る
。
こ
れ
ら
書
簡
に
つ
い
て
は
既
に
中
山
沃
氏
、
片
桐
一
男
氏
が
解
読
し
て
お
ら
れ
、
ま
た
片
桐
氏
は
八
月
二
○
日

付
書
簡
に
は
治
毒
水
と
し
て
「
阿
蘭
陀
ソ
ッ
ピ
ル
マ
四
分
、
白
砂
糖
四
匁
、
水
百
二
十
め
是
を
合
候
て
、
一
度
二
四
匁
シ
シ
日
々
三
度
大
麦

（
Ｍ
）

湯
二
合
シ
蚤
二
て
薬
水
に
引
続
用
候
事
二
御
座
候
」
と
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
は
グ
ラ
ム
換
算
し
て
計
算
す
る
と
○
・
三

二
％
昇
耒
水
と
な
り
、
強
方
○
・
三
四
二
％
に
近
い
用
量
が
実
際
に
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
あ
る
。

杉
田
玄
白
の
書
簡
に
は
ソ
ッ
ピ
ル
マ
と
い
う
言
葉
が
何
か
所
か
に
出
て
く
る
。
主
に
術
後
に
外
用
し
て
お
り
、
消
毒
の
目
的
で
使
っ
た
と

思
わ
れ
る
が
、
玄
白
が
こ
の
薬
剤
を
良
く
使
っ
て
い
た
様
子
が
窺
わ
れ
る
。
耕
牛
の
門
に
学
ん
だ
玄
白
は
、
昇
耒
の
内
用
を
そ
こ
で
会
得
し
、

自
ら
の
経
験
で
○
・
三
二
％
を
良
し
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

享
和
二
年
八
月
、
弟
子
に
治
毒
水
を
教
え
る
書
簡
を
綴
っ
た
玄
白
は
、
同
年
十
一
月
に
七
十
歳
で
影
法
師
と
医
学
に
つ
い
て
の
対
話
を
綴

っ
た
『
形
影
夜
話
」
を
著
し
た
。
そ
の
中
に
梅
毒
治
療
に
関
す
る
文
章
が
あ
り
、
「
せ
め
て
梅
毒
の
処
方
に
つ
い
て
の
論
説
だ
け
で
も
読
み
つ

く
そ
う
と
決
意
し
、
自
分
の
は
勿
論
他
人
が
秘
蔵
の
書
物
も
で
き
る
だ
け
借
り
あ
つ
め
、
そ
の
理
論
と
処
方
を
す
べ
て
抜
き
書
き
し
て
数
百

の
処
方
を
収
録
し
、
患
者
に
あ
う
た
び
に
、
そ
の
中
か
ら
処
方
を
え
ら
ん
で
、
症
状
に
し
た
が
っ
て
試
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
百
発
百
中
と
い

っ
た
す
ば
ら
し
い
処
方
も
な
い
。
そ
の
後
、
オ
ラ
ン
ダ
医
の
処
方
を
書
い
た
書
物
を
あ
さ
り
、
そ
の
処
方
の
中
に
あ
る
も
の
を
、
同
じ
よ
う

（
Ｆ
）

に
試
し
て
み
た
が
、
こ
れ
と
い
う
ほ
ど
の
か
わ
り
も
な
い
」
と
い
う
主
旨
の
こ
と
を
書
い
て
い
る
。
玄
白
は
オ
ラ
ン
ダ
医
書
に
書
か
れ
て
い

る
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
の
処
方
に
も
目
を
通
し
た
で
あ
ろ
う
が
、
と
く
に
評
価
し
た
様
子
は
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
で
本
処
方
を
大
学
で
の
一
七
六
一
、
六
二
年
の
講
義
録
に
は
記
し
、
そ
れ
以
上
に
は
受
け
入
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
と
さ
れ
る

（
鴫
）

ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
の
師
で
ウ
プ
サ
ラ
大
学
医
学
教
授
、
リ
ン
ネ
の
評
価
と
似
て
い
る
よ
う
に
筆
者
に
は
思
え
る
。

３
『
和
蘭
水
薬
改
訳
」

（
囚
）

弓
紅
毛
秘
事
記
」
と
同
じ
よ
う
な
記
載
は
そ
の
他
多
数
み
ら
れ
る
」
と
宗
田
一
氏
は
『
日
本
製
薬
技
術
史
の
研
究
」
の
中
で
書
い
て
お
ら

れ
る
。
片
桐
一
男
氏
の
『
江
戸
の
藺
方
医
学
事
始
」
に
は
同
様
な
記
載
と
し
て
具
体
的
に
河
口
信
順
の
『
阿
藺
陀
水
薬
伝
記
」
と
森
田
千
庵
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△
本
書
不
文
明
ノ
コ
ト
多
シ
ト
イ
ヘ
ト
モ
私
カ
ニ
改
訳
ヲ
ナ
ス
原
文
ト
参
考
シ
テ
可
ナ
リ
崎
人
ノ
訳
文

多
ク
ハ
此
例
ニ
テ
毎
々
ョ
ミ
カ
タ
ク
解
シ
カ
タ
キ
モ
ノ
多
シ
故
二
強
テ
推
シ
訳
シ
改
メ
害
シ
テ
以
テ
問
二
応
ス

こ
こ
に
あ
る
「
崎
人
」
は
吉
雄
耕
牛
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
耕
牛
の
文
章
が
分
か
り
難
い
の
で
、
オ
ラ
ン
ダ
語
原
文
を
参
考
に
し
て
密

か
に
改
訳
し
て
問
い
に
応
え
る
、
と
し
て
い
る
。
梅
毒
に
対
し
て
決
定
的
な
治
療
薬
剤
が
な
か
っ
た
当
時
、
多
く
の
蘭
方
医
が
こ
の
水
銀
水

に
関
心
を
抱
き
蘭
学
の
大
御
所
、
大
槻
玄
沢
に
『
紅
毛
秘
事
記
』
に
つ
い
て
質
問
を
し
た
様
子
が
窺
え
る
。

大
槻
玄
沢
は
「
重
訂
解
体
新
書
」
で
、
『
解
体
新
書
』
の
吉
雄
耕
牛
の
序
を
改
訂
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
を
「
旧
刻
吉
雄
生
ノ
序
、
一
、
二

其
事
実
ヲ
失
う
者
有
り
。
今
ヒ
ソ
カ
ニ
之
ヲ
改
ム
」
と
似
た
よ
う
な
表
現
を
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
と
異
な
っ
た
点
に
つ
い
て
は
、
酒
井
シ

（
劉
）

ヅ
氏
が
『
大
槻
玄
沢
の
研
究
」
で
詳
述
し
て
お
ら
れ
る
。
耕
牛
に
対
す
る
玄
沢
の
こ
の
よ
う
な
態
度
に
対
し
て
阿
知
波
氏
は
「
江
戸
蘭
学
グ

ル
ー
プ
の
人
々
が
、
い
ち
早
く
長
崎
通
詞
ら
の
限
界
を
知
悉
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
」
と
考
察
さ
れ
、
そ
し
て
時
代
的
背
景
と
し
て
「
長
崎

（
型
）

通
詞
期
と
江
戸
藺
学
期
の
違
い
は
、
西
欧
の
中
世
と
ル
ネ
サ
ン
ス
期
以
後
の
違
い
に
似
て
い
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
は
っ
き
り

（
”
ご

大
槻
玄
沢
の
『
蘭
腕
摘
芳
』
筆
録
本
、
巻
之
八
に
「
和
蘭
水
薬
改
訳
」
と
、
あ
え
て
「
改
訳
」
と
題
し
た
一
章
が
あ
る
。
「
世
二
水
薬
ト
呼

フ
所
ノ
ー
方
ハ
、
．
…
・
」
に
は
じ
ま
る
本
章
は
、
細
か
い
点
で
は
多
少
の
数
字
の
違
い
や
人
名
の
削
除
、
表
現
法
の
違
い
な
ど
は
見
ら
れ
る
が
、

内
容
は
『
紅
毛
秘
事
記
』
と
略
同
じ
で
あ
り
、
い
く
つ
か
の
削
除
事
項
と
追
加
の
一
文
が
あ
る
。
削
除
さ
れ
て
い
る
の
は
、
昇
耒
の
製
法
、

永
義
考
用
方
と
そ
の
変
方
、
禁
忌
事
項
、
好
ま
し
い
食
物
等
で
あ
る
。
昇
耒
の
製
法
は
項
を
別
に
し
て
「
耒
丹
」
と
し
て
述
べ
て
い
る
。
い

く
つ
か
の
事
項
を
削
除
す
る
こ
と
で
、
全
体
が
整
理
さ
れ
分
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
文
末
に
次
の
文
章
が
追
加
さ
れ
て
い

の
一
紅
毛
水
薬
法
』
を
あ

（
訓
）

吉
氏
は
書
い
て
お
ら
れ
、

本
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
一

大
槻
玄
沢
の
『
蘭
腕
摘
ニ

フ
所
ノ
ー
方
ハ
、
．
…
・
」
に
狸

（
洲
）

の
『
紅
毛
水
薬
法
』
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
忍
城
南
文
庫
に
は
『
水
薬
伝
記
」
と
題
し
て
同
様
な
記
載
の
写
本
が
あ
る
こ
と
を
田
口
新

（
訓
）

吉
氏
は
書
い
て
お
ら
れ
、
吉
雄
耕
牛
が
そ
の
教
え
を
刊
本
の
形
で
公
に
し
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
当
時
の
藺
方
医
に
よ
る
多
く
の
写

ス
－

0



巻第4号（2002）日本医史学雑誌第48581

し
た
違
い
は
、
こ
の
処
方
薬
に
関
し
て
は
さ
ら
に
何
十
年
か
の
時
が
必
要
と
さ
れ
る
。

こ
こ
で
玄
沢
が
あ
え
て
改
訳
と
し
て
昇
耒
水
を
取
り
上
げ
た
背
景
に
は
、
こ
の
水
薬
が
日
本
で
か
な
り
一
般
的
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
『
和
蘭
水
薬
改
訳
』
が
書
か
れ
た
時
期
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
村
上
図
基
「
徽
瘡
秘
録
別
記
」
文
化
五
年
（
一
八
○
八
）

に
は
、
ソ
ッ
ピ
ル
マ
ア
ト
製
法
の
項
に
「
此
蛮
薬
一
一
シ
テ
近
来
用
者
甚
多
シ
俗
水
薬
卜
云
此
方
、
便
毒
痒
瘡
、
一
切
結
毒
ノ
諸
症
ブ
ラ
ブ

（
お
）

ラ
ト
シ
テ
年
ヲ
経
タ
ル
モ
ノ
或
ハ
咽
喉
腐
燗
ノ
モ
ノ
治
ス
ル
至
テ
妙
ナ
リ
」
と
し
て
、
水
薬
と
い
え
ば
昇
耒
水
を
指
す
ほ
ど
に
広
く
使
用
さ

れ
て
い
た
様
子
を
述
べ
て
い
る
。
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
滞
日
時
の
安
永
四
、
五
年
（
一
七
七
五
、
七
六
）
に
は
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
持
参
し
た
昇
耒
の

（
洲
）

「
わ
ず
か
た
り
と
も
こ
の
国
の
医
師
に
売
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
『
旅
行
記
」
に
記
す
ほ
ど
に
彼
を
嘆
か
し
め
た
塩
化
第
二
水
銀
で
あ

る
が
、
そ
の
数
十
年
後
と
く
に
舶
来
品
は
大
き
な
需
要
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
前
述
の
杉
田
玄
白
か
ら
小
林
令
助
あ
て
書
簡
中
の
享
和
三

年
（
一
八
○
二
一
）
の
も
の
に
、
令
助
か
ら
ソ
ッ
ピ
ル
マ
の
舶
来
薬
の
入
手
法
と
思
わ
れ
る
問
い
に
答
え
て
玄
白
は
舶
来
を
待
っ
て
い
る
よ
う
で

（
”
）

は
埒
が
明
か
な
い
、
「
随
分
此
地
二
て
も
出
来
申
候
」
と
書
い
て
い
る
。
製
造
法
の
研
究
が
行
な
わ
れ
、
本
邦
の
各
地
で
採
掘
で
き
る
水
銀
か

（
郡
）

ら
国
産
昇
耒
が
製
造
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
徽
瘡
秘
録
」
和
刻
本
出
版
（
一
七
二
五
）
以
降
の
水
銀
系
薬
物
製
法
の
著
述
、
九
編
の

出
版
を
例
に
見
て
み
る
と
、
一
七
六
六
年
に
二
冊
、
一
七
八
○
年
か
ら
一
八
一
二
年
ま
で
に
七
冊
（
一
七
八
○
、
一
七
九
七
、
一
八
○
六
、
一
八

○
八
、
一
八
○
八
、
一
八
○
八
、
一
八
二
二
と
な
っ
て
お
り
、
一
七
八
○
年
以
降
の
出
版
が
、
そ
れ
以
前
に
比
し
て
俄
然
多
く
な
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
昇
耒
の
需
要
の
伸
び
が
窺
え
る
。

『
和
蘭
水
薬
改
訳
」
中
に
は
、
『
紅
毛
秘
事
記
」
の
加
減
方
は
そ
の
ま
ま
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
吉
雄
氏
自
験
方
〔
○
・
○
四
○
％
ま

た
は
○
・
○
五
六
％
昇
耒
水
〕
、
今
村
氏
経
験
方
〔
○
・
○
四
○
％
ま
た
は
○
・
○
二
四
％
昇
耒
水
〕
、
そ
し
て
劇
方
〔
○
・
三
四
一
％
昇
耒

水
〕
で
あ
る
。
一
つ
だ
け
異
な
る
の
は
、
「
又
峻
剤
方
”
水
百
九
十
二
銭
、
メ
リ
ク
ー
リ
ド
ル
シ
ス
、
一
分
九
厘
強
、
蜜
一
銭
」
と
し
て

甘
耒
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
○
・
○
九
八
％
甘
耒
水
が
、
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
、
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
語
原
書
に
記
載

が
あ
る
か
ど
う
か
は
、
未
詳
で
あ
る
。
玄
沢
は
こ
れ
ら
四
処
方
に
つ
い
て
、
「
右
分
量
ハ
諸
子
各
々
自
ラ
験
ム
ル
所
ヲ
伝
録
ス
・
…
：
」
と
記
し
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の氷
「
近
年
２

ン一
一
（
一
七
三
二

列
年
に
、
オ

ス
．
る
フ
ァ
ン

582

玄
沢
が
改
訳
す
る
に
当
た
っ
て
「
原
文
卜
参
考
シ
｜
ｚ
と
い
う
原
文
と
は
、
ど
れ
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
紅
毛
秘
事
記
』
中
に
も
あ
る

「
近
年
の
新
書
マ
テ
リ
ヵ
シ
ュ
ク
シ
と
い
う
ヨ
ー
セ
イ
ヒ
ス
ャ
ー
マ
ー
ヒ
ス
プ
レ
ン
キ
の
著
書
」
と
は
、
プ
レ
ン
ク
旨
の
①
ｇ
］
農
８
国
①
自
民

（
一
七
三
三
～
一
八
○
七
）
の
《
《
冨
呉
関
一
四
○
三
門
目
四
８
》
》
（
外
科
薬
剤
集
）
の
こ
と
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
語
は
一
七
七
一
、
一
七
七
七
、
一
七
八
○

（
四
）

年
に
、
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
は
一
七
七
二
、
一
八
○
八
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
昇
耒
言
①
局
員
旨
の
の
匡
冨
ヨ
四
目
の
８
コ
○
の
一
ぐ
扇
の
項
に
あ

る
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
水
関
連
部
分
を
ド
イ
ツ
語
一
七
七
一
年
版
か
ら
訳
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
、
医
師
は
昇
耒
を
ブ
ラ
ン
デ
ー
に
溶
解
し
、
そ
れ
を
さ
ら
に
純
粋
な
多
量
の
水
に
溶
か
し
、
吐
誕
療
法
で

用
い
て
い
る
。
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
男
爵
は
ま
さ
に
こ
の
療
法
を
性
病
患
者
に
試
み
る
よ
う
、
故
人
と
な
っ
た
Ｄ
・
ロ
ッ
ハ
ー
に

命
じ
た
。
こ
の
高
貴
な
男
爵
は
昇
耒
十
二
グ
レ
ー
ン
を
二
ポ
ン
ド
の
穀
物
を
材
料
と
す
る
ブ
ラ
ン
デ
ー
に
溶
解
し
、
そ
れ
を
匙
一
杯
、

朝
晩
患
者
に
与
え
る
よ
う
命
じ
た
。
だ
が
同
様
に
、
多
量
の
挽
き
割
り
エ
ン
バ
ク
の
粥
、
ま
た
は
フ
ョ
ウ
と
甘
草
の
煎
剤
を
あ
と
か
ら

飲
ま
せ
る
よ
う
に
も
命
じ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
Ｈ
・
Ｄ
・
ロ
ッ
ハ
ー
は
我
々
の
大
病
院
で
、
八
年
間
に
四
八
八
○
人
の
性
病
患
者
を

治
療
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
薬
品
の
堪
え
難
い
金
属
の
よ
う
な
味
は
、
シ
ロ
ッ
プ
ま
た
は
蜂
蜜
に
よ
っ
て
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
抑
）

穀
物
を
材
料
と
す
る
ブ
ラ
ン
デ
ー
を
受
け
付
け
な
い
よ
う
な
衰
弱
し
た
患
者
の
場
合
は
、
多
量
の
水
で
薄
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…

こ
こ
に
記
さ
れ
て
い
る
「
昇
耒
十
二
グ
レ
ー
ン
を
二
ポ
ン
ド
の
穀
物
を
材
料
と
す
る
ブ
ラ
ン
デ
ー
に
溶
解
し
、
そ
れ
を
匙
に
一
杯
、
朝
晩

患
者
に
与
え
る
」
と
し
て
い
る
用
量
を
グ
ラ
ム
換
算
す
る
と
、
○
・
一
○
四
％
昇
耒
液
、
そ
の
一
回
量
○
・
○
一
五
六
ｇ
、
一
日
量
○
・
○

三
一
二
ｇ
と
な
り
、
『
紅
毛
秘
事
記
」
中
の
用
量
と
一
致
す
る
。
「
近
年
の
新
書
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
耕
牛
や
玄
沢
は
一
七
七
二
年

ま
踏
襲
し
て
い
る
部
分
が
多
い
。

て
お
り
、
吉
雄
氏
や
今
村
氏
が
経
験
的
に
使
っ
た
処
方
で
あ
る
と
読
み
と
れ
る
よ
う
な
書
き
方
を
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
大
槻
玄
沢
は
『
紅
毛
秘
事
記
」
中
の
加
減
方
、
四
処
方
中
三
処
方
は
そ
の
ま
ま
記
載
し
て
い
る
し
、
水
銀
水
の
由
来
に
つ
い

て
も
ほ
ぼ
同
じ
内
容
を
述
べ
て
お
り
、
耕
牛
の
訳
が
読
み
に
く
く
分
か
り
に
く
い
と
し
な
が
ら
も
、
「
紅
毛
秘
事
記
」
の
記
述
内
容
を
そ
の
ま
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ま
た
は
一
八
○
八
年
刊
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
を
参
考
に
し
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

《
今
三
里
閏
国
○
三
吋
目
四
８
劃
．
の
一
八
○
八
年
刊
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
か
ら
日
本
語
へ
の
重
訳
に
は
、
次
の
も
の
が
あ
る
。
松
田
松
鶴
・
宇
田
川
椿

竜
訳
「
西
説
瘍
医
方
範
』
一
八
二
○
’
二
一
年
刊
、
関
口
自
安
編
・
杉
田
立
郷
刊
「
和
蘭
外
科
要
方
」
一
八
三
一
年
刊
、
高
野
長
英
訳
「
和

（
別
）

蘭
外
科
秘
録
」
年
代
不
明
、
新
宮
涼
庭
「
医
則
括
要
」
年
代
不
明
。

「
紅
毛
秘
事
記
」
中
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
服
用
法
に
は
、
前
述
の
プ
レ
ン
ク
の
引
用
訳
文
に
加
え
て
、
い
く
つ
か
の
注
意
事
項
が
述
べ
ら
れ

て
お
り
、
他
に
も
参
考
に
し
た
書
籍
が
あ
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
そ
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
の
著
書
、

含
【
貝
圃
の
画
の
の
、
胃
①
ぎ
こ
邑
頤
冒
己
西
国
盲
邑
鴨
四
耳
号
叶
穴
国
己
島
国
厨
邑
》
雪
里
呂
①
、
ョ
獣
蔚
普
ｇ
ヨ
号
昌
司
①
昼
旨
い
①
Ｈ
冨
呂
肖
耳
曾
言
①
ａ
①
。
．

（
軍
営
地
に
良
く
見
ら
れ
る
病
気
の
短
い
記
述
と
治
療
法
）
。
．
弓
蔚
邑
〕
一
七
五
八
で
あ
る
。
こ
の
中
に
補
遣
と
し
て
処
方
例
を
載
せ
て
お
り
、
そ
の

恥
六
六
は
三
①
月
匡
昌
普
三
一
昌
昌
目
○
○
コ
○
の
目
唱
〆
弓
印
亘
昌
．
辱
昌
目
①
具
』
、
①
日
①
一
両
⑦
９
鄙
、
島
．
言
Ｈ
・
戸
と
し
て
○
・
一
○
四
％
昇
耒
液
処

（
犯
）
（
粥
）

方
を
載
せ
て
い
る
。
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
の
こ
の
本
は
、
翻
訳
書
が
出
る
前
か
ら
繁
用
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ
て
お
り
、
耕
牛
や
玄
沢

が
こ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
本
を
参
考
に
し
た
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
そ
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
は
シ
ョ
里
①
ａ
煙
目
一
七
六
○
、
一
七
六
四
、

（
訓
）

一
七
七
二
、
一
七
八
○
、
一
七
九
○
、
犀
侭
①
め
一
七
六
五
が
あ
る
。
こ
の
日
本
語
へ
の
重
訳
本
は
次
の
も
の
で
あ
る
。
Ｏ
内
は
処
方
恥
六

六
の
日
本
語
訳
と
、
筆
者
が
杏
雨
書
屋
所
蔵
本
に
よ
り
計
算
し
た
昇
耒
液
の
％
で
あ
り
、
お
お
む
ね
○
・
一
％
溶
液
と
な
っ
て
い
る
。
記
載

の
な
い
の
は
、
原
書
未
見
の
も
の
で
あ
る
。

新
宮
涼
庭
（
碩
）
「
内
科
則
』
年
代
不
明
、
〔
猛
耒
末
一
分
九
厘
八
毛
、
火
酒
百
九
十
二
銭
。
／
○
・
一
○
三
％
昇
耒
液
〕
。
宇
田
川
玄

真
『
遠
西
軍
中
備
要
方
」
年
代
不
明
、
〔
剛
耒
丹
六
十
分
銭
之
十
二
、
火
酒
二
百
銭
。
／
○
・
一
○
○
％
昇
耒
液
〕
・
宇
野
蘭
斉
「
西
医
知

要
」
一
八
二
二
年
翻
訳
、
一
八
二
五
年
刊
行
、
〔
奇
験
酒
方
“
猛
耒
二
分
、
火
酒
若
ハ
「
モ
ウ
ト
酒
」
百
九
十
二
銭
。
／
○
・
一
○
四
％

（
粥
）

昇
耒
液
〕
・
吉
雄
権
之
助
（
永
保
）
『
泰
西
軍
中
備
要
方
」
一
八
二
二
年
翻
訳
。
高
謙
斉
『
泰
西
軍
中
備
要
方
」
一
八
一
三
年
翻
訳
。
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升
耒
一
万
焼
酒
四
十
子

右
件
研
和
ス
○
大
人
ハ
朝
夕
一
匙
シ
シ
用
フ
。
多
ク
與
フ
ル
モ
毎
服
二
匙
二
過
グ
ベ
カ
ラ
ズ
。
是
ヲ
服
ス
ル
間
ハ
大
麦
煎
或
ハ
緩
和
ノ

煎
剤
ｌ
葵
根
、
甘
草
、
土
扶
苓
等
ノ
煎
湯
ノ
如
キ
ヲ
云
ｌ
ヲ
饒
多
二
兼
用
ス
ベ
シ
…
…
。

と
あ
る
。
こ
こ
で
初
め
て
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
の
名
前
を
付
し
た
処
方
名
、
西
洋
式
に
表
し
た
重
量
単
位
、
言
①
忌
昌
旨
め
め
屋
９
日
鼬
冒
の

８
司
○
⑱
ご
扇
を
升
耒
と
訳
し
た
言
葉
が
見
え
る
。
原
書
と
さ
れ
る
宇
田
川
玄
随
訳
『
西
説
内
科
撰
要
』
に
は
本
処
方
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
か
ら
、
宇
田
川
玄
真
が
本
書
の
凡
例
に
言
う
よ
う
に
、
「
徽
毒
、
…
…
等
の
治
療
薬
剤
が
全
備
し
て
い
な
い
も
の
は
、
遠
西
近
世
の
名
医

著
す
所
の
諸
書
を
捜
索
し
其
の
尤
も
簡
約
切
要
な
る
方
法
を
選
ん
で
訳
し
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
重
量
単
位
に
つ
い
て
は
、

「
オ
ラ
ン
ダ
の
秤
量
符
を
約
略
し
て
用
い
学
者
の
便
を
計
っ
た
」
と
し
て
八
を
ゲ
レ
イ
ン
、
刀
を
ス
ク
リ
ュ
ペ
ル
、
弓
を
オ
ン
ス
、
比
を
ホ
ン

ト
と
し
、
各
秤
量
符
に
応
じ
る
銭
の
数
字
を
記
し
て
い
る
。
こ
の
秤
量
符
に
つ
い
て
は
、
次
項
の
「
遠
西
医
方
名
物
考
」
の
凡
例
に
も
そ
の

ま
ま
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
用
量
を
グ
ラ
ム
換
算
す
る
と
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
○
・
一
○
四
％
昇
耒
液
と
な
り
、
一
回
量
一
匙
、
一

五
ｇ
中
の
昇
耒
○
・
○
一
五
六
ｇ
、
一
日
量
二
匙
、
三
○
ｇ
中
の
昇
耒
○
・
○
三
一
二
ｇ
、
最
高
一
回
量
の
昇
耒
○
・
○
三
一
二
ｇ
、
一
日

量
の
昇
耒
○
・
○
六
二
四
ｇ
で
、
『
紅
毛
秘
事
記
」
中
に
記
さ
れ
て
い
る
用
量
と
一
致
す
る
。
も
は
や
こ
こ
で
は
夢
の
中
で
得
た
処
方
と
か
神

方
と
い
う
非
科
学
的
な
表
現
や
、
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
が
長
崎
で
教
え
て
か
ら
日
本
に
広
ま
っ
た
と
い
う
史
実
は
消
え
て
お
り
、
処
方
者
に
よ
る

４
「
増
補
重
訂
内
科
撰
要
』

（
洲
）

一
八
二
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
宇
田
川
玄
真
・
藤
井
方
亭
に
よ
る
『
増
補
重
訂
内
科
撰
要
」
の
巻
六
に
、
増
補
徽
瘡
篇
第
十
四
、
九
十
六
章

「
徽
毒
の
治
法
を
論
す
」
と
あ
る
。
そ
の
註
に

バ
ロ
ン
・
ハ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
、
多
年
徽
毒
諸
症
二
経
験
シ
テ
奇
効
ヲ
奏
シ
少
シ
モ
害
ヲ
残
サ
ズ

全
功
ヲ
収
ル
ー
方
ア
リ
左
二
記
ス

全
功
ヲ
収
ル
ー

ス
ウ
ィ
ー
テ
ン

斯
微
甸
薬
酒
方
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加
減
方
や
強
方
の
記
載
も
な
い
。
す
で
に
口
伝
に
よ
る
由
来
な
ど
は
消
え
、
オ
ラ
ン
ダ
医
書
の
必
要
部
分
を
忠
実
に
翻
訳
し
て
、
実
学
を
求

め
る
時
代
の
要
請
に
応
え
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
『
紅
毛
秘
事
記
」
や
『
和
藺
水
薬
改
訳
」
と
は
大
き
く
違
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
安
永
四

年
（
一
七
七
五
）
に
来
日
し
た
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
の
教
え
を
経
て
約
半
世
紀
弱
の
時
代
の
推
移
は
、
耕
牛
、
玄
沢
に
よ
る
水
銀
水
、
オ
ラ
ン
ダ
水

薬
か
ら
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
薬
酒
方
と
名
称
と
そ
の
内
容
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
そ
れ
は
口
本
人
の
オ
ラ
ン
ダ
語
理
解
の
向
上
、
そ
れ

に
よ
る
西
洋
医
療
の
理
解
の
進
展
や
本
剤
の
ョ
－
ロ
ッ
パ
諸
国
で
の
位
置
や
普
及
な
ど
を
反
映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
師
）

一
八
一
三
年
か
ら
二
五
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
宇
田
川
玄
真
著
・
宇
田
川
椿
竜
校
補
の
『
遠
西
医
方
名
物
考
』
に
も
『
増
補
重
訂
内
科

撰
要
』
と
同
様
の
記
載
が
あ
り
、
さ
ら
に
詳
細
な
説
明
が
あ
る
。
以
下
、
略
記
す
る
。

５
「
遠
西
医
方
名
物
考
」

一
八
二
二
年
か
ら
二
五

製
法
“
升
耒
十
二
瓜
焼
酒
或
ハ
麦
酒
二
比

研
和
シ
硝
子
壜
一
一
入
し
固
封
升
耒
壼
ク
洋
化
ス
ル
ニ
至
テ
聴
用
ス

主
治
Ｙ
・
…
・
皆
是
ヲ
用
ヒ
テ
吐
誕
セ
ズ
。
治
ス
ル
コ
ト
吐
誕
ス
ル
者
二
勝
し
り
。
是
ヲ
用
ヒ
テ
効
ナ
キ
者
ハ
吐
誕
法
モ
効
ナ
シ
○
此

剤
朝
夕
一
匙
宛
用
フ
。
是
二
由
テ
升
耒
ノ
量
、
毎
日
半
氏
〔
○
・
○
三
一
ｇ
〕
ヲ
服
ス
。
…
…
○
患
者
壮
実
ニ
シ
テ
其
毒
頑
固
、
諸

症
険
重
ナ
ル
ハ
朝
夕
一
匙
半
宛
用
フ
ベ
シ
。
是
二
由
テ
悪
症
ナ
ホ
減
セ
ザ
ル
者
ハ
ニ
匙
宛
與
フ
ベ
シ
。
或
ハ
升
耒
ノ
量
毎
日
三
八
〔
○
・

一
八
八
ｇ
〕
ヲ
用
ヒ
テ
瞑
眩
セ
ザ
ル
者
ア
リ
○
此
剤
ヲ
服
シ
テ
後
毎
次
大
麦
煎
一
比
〔
三
六
○
ｇ
〕
’
一
乳
汁
四
号
〔
一
二
○
ｇ
〕
ヲ
加

ヘ
テ
用
上
且
シ
是
ヲ
日
常
ノ
飲
料
ト
ス
ベ
シ
．
乳
汁
ナ
キ
ト
キ
ハ
葵
根
二
言
〔
六
○
ｇ
〕
ヲ
取
り
水
八
弓
〔
二
四
○
ｇ
〕
二
煎
シ
テ
半

ヲ
減
シ
甘
草
屑
一
言
〔
三
○
ｇ
〕
ヲ
加
へ
濾
テ
服
ス
ベ
シ
。
又
土
挟
苓
、
サ
ッ
サ
フ
ラ
ス
、
ポ
ッ
ク
ホ
ウ
ト
ノ
煎
剤
ヲ
兼
用
ス
ベ
シ
○

徽
毒
ノ
諸
症
険
重
ナ
ラ
ザ
ル
者
ハ
此
剤
ヲ
用
ル
コ
ト
三
週
ニ
シ
テ
治
ス
。
一
両
年
連
服
ス
ト
イ
ェ
ト
モ
害
ナ
シ
○
…
．
：
若
シ
吐
挺
ノ
候

ア
ル
ト
キ
ハ
速
二
此
剤
ヲ
止
メ
隔
日
二
下
剤
ヲ
與
へ
十
日
ヲ
経
テ
吐
挺
ノ
候
ナ
キ
ト
キ
ハ
復
此
剤
ヲ
用
ベ
シ
・
・
・
…
○
焼
酒
二
耐
へ
ザ
ル

ス
ウ
ィ
ー
テ
ン

斯
微
甸
薬
酒
方
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人
ハ
適
宜
二
水
ヲ
加
へ
用
フ
ベ
シ
服
シ
易
ク
シ
テ
瞑
眩
セ
ズ
小
児
婦
人
及
上
妊
婦
ト
イ
エ
ト
モ
害
ナ
シ
．
：
…
○
升
耒
ノ
気
ヲ
悪
ム
人
ハ

升
耒
ヲ
蜜
或
舎
利
別
二
研
和
シ
用
フ
ベ
シ
。

こ
こ
で
は
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
の
処
方
恥
六
六
と
同
一
の
成
分
と
重
量
単
位
を
記
し
て
お
り
、
○
・
一
○
四
％
昇
耒
溶
液
を
朝
夕
一

匙
、
一
匙
半
、
二
匙
づ
つ
と
症
状
に
応
じ
て
投
与
す
る
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
服
用
法
に
つ
い
て
の
説
明
が
、
『
紅
毛
秘
事
記
」
や
フ
ァ
ン
・

ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
の
著
書
の
重
訳
書
、
「
西
医
知
要
』
徽
毒
篇
中
の
記
載
と
同
様
な
部
分
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
例
え
ば
「
紅
毛
秘
事
記
」
で

は
「
毒
軽
キ
ハ
三
七
日
ニ
シ
テ
頗
ル
効
ア
リ
毒
深
キ
重
キ
モ
数
十
日
用
ユ
ヘ
シ
假
全
久
シ
ク
用
タ
リ
ト
テ
害
ニ
ハ
ナ
ラ
サ
ル
也
」
、
『
西
医
知

要
」
徽
毒
篇
で
は
「
其
頑
固
ナ
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ハ
三
七
日
ニ
シ
テ
復
ス
ベ
シ
：
：
：
、
此
剤
ヲ
久
服
ス
ト
雛
モ
毫
モ
損
害
ア
ル
コ
ト
ナ
シ
」
と
し

て
い
る
表
現
を
、
本
書
で
は
「
．
：
…
諸
症
険
重
ナ
ラ
ザ
ル
者
ハ
此
剤
ヲ
用
ル
コ
ト
三
週
ニ
シ
テ
治
ス
。
一
両
年
連
服
ス
ト
イ
エ
ト
モ
害
ナ
シ
」

と
し
て
お
り
、
ま
た
三
七
日
を
三
週
と
表
現
し
て
こ
の
時
期
、
週
の
概
念
が
日
本
に
定
着
し
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
耕
牛
は
プ
レ
ン
ク
の
書

の
み
な
ら
ず
、
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
の
言
も
読
ん
で
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
本
書
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
内
容
は
、
前
述
の
プ
レ
ン
ク
や

フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
の
著
書
以
外
に
も
参
考
に
し
た
書
物
が
あ
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

『
遠
西
医
方
名
物
考
』
は
「
増
補
重
訂
内
科
撰
要
」
上
梓
に
合
わ
せ
て
刊
行
さ
れ
、
共
に
宇
田
川
玄
真
が
主
要
な
著
者
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

新
着
の
藺
言
の
新
知
識
を
活
用
し
て
記
載
さ
れ
た
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
薬
酒
方
の
内
容
は
、
製
法
、
用
法
・
用
量
、
服
用
時
の
注
意
等
同
じ
で
あ

り
、
流
誕
を
阻
止
す
る
服
用
法
を
指
示
し
、
こ
れ
で
効
か
な
い
者
は
吐
誕
法
も
効
か
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
本
書
は
西
洋
内
科
に
必
要
な
薬

物
知
識
の
集
大
成
で
あ
り
、
西
洋
内
科
を
学
ぶ
た
め
に
便
利
な
も
の
と
し
て
好
評
を
博
し
、
明
治
初
期
に
至
る
ま
で
利
用
さ
れ
た
と
い
う
こ

（
鋤
）

西
洋
で
は
一
八
三
○
年
代
か
ら
く
四
口
の
乱
里
の
ロ
》
の
匡
呂
日
と
し
て
、
○
・
一
％
昇
耒
水
が
各
国
薬
局
方
に
収
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し

か
し
そ
れ
以
前
か
ら
、
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
液
と
し
て
医
書
に
紹
介
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
次
に
記
す
シ
ョ
メ
ー
ル
の

百
科
事
典
、
一
七
七
八
年
刊
行
の
オ
ラ
ン
ダ
語
版
に
は
、
「
バ
ロ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
の
梅
毒
治
療
法
に
お
け
る
水
銀
」
と
い
う
見

（
詔
）

と
で
あ
る
。
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フ
ラ
ン
ス
人
牧
師
ノ
エ
ル
・
シ
ョ
メ
ー
ル
ｚ
ｏ
①
一
○
言
目
①
一
（
一
六
三
三
～
一
七
一
二
）
編
蟇
に
よ
る
家
庭
百
科
事
典
の
初
版
は
一
七
○
九
年

に
出
版
、
そ
の
三
版
と
四
○
年
の
増
補
版
に
よ
り
オ
ラ
ン
ダ
語
版
が
一
七
四
三
年
に
二
冊
本
と
し
て
出
版
、
次
い
で
一
七
六
八
年
か
ら
一
七

七
七
年
ま
で
に
シ
ャ
ル
モ
菅
８
巨
①
め
ど
①
×
四
国
号
①
号
○
冨
冒
目
ら
に
よ
っ
て
増
補
さ
れ
、
逐
次
七
冊
本
が
刊
行
、
全
七
冊
は
一
七
七
八
年

に
ま
と
め
て
刊
行
さ
れ
た
。
九
冊
本
は
一
七
七
八
年
刊
七
冊
本
の
続
編
で
一
七
八
六
’
九
三
年
に
刊
行
。
日
本
で
の
翻
訳
は
一
七
七
八
年
刊

七
冊
本
を
底
本
と
し
て
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
か
ら
幕
府
天
文
方
の
蛮
書
和
解
御
用
の
事
業
と
し
て
開
始
さ
れ
、
「
厚
生
新
編
」
が
作
ら

れ
た
。
翻
訳
は
少
な
く
と
も
弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
こ
ろ
ま
で
は
続
け
ら
れ
た
が
、
江
戸
時
代
に
は
上
梓
さ
れ
ず
、
昭
和
十
二
年
二
九
三

七
）
に
葵
文
庫
初
代
館
長
の
尽
力
に
よ
り
初
め
て
出
版
さ
れ
た
。
翻
訳
に
従
事
し
た
の
は
、
馬
場
佐
十
郎
、
大
槻
玄
沢
を
は
じ
め
宇
田
川
玄
真
．

宇
田
川
椿
奄
・
湊
長
安
・
小
関
三
英
ら
で
あ
り
、
江
戸
時
代
最
大
の
翻
訳
事
業
と
い
わ
れ
、
そ
の
及
ぼ
し
た
影
響
は
大
き
い
。
内
容
は
部
門

（
Ⅲ
）

別
に
分
け
ら
れ
、
本
草
に
次
い
で
医
療
関
係
が
多
い
。

フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
が
○
・
一
○
四
％
昇
耒
液
を
公
表
し
た
の
が
一
七
五
四
年
で
あ
る
の
で
、
シ
ョ
メ
ー
ル
の
初
版
本
二
七
○
九
）

（
蛇
）

に
は
、
当
然
本
処
方
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
一
七
四
一
年
刊
の
フ
ラ
ン
ス
語
原
本
二
冊
本
に
は
記
載
が
な
い
。
ま
た
一
七
四
三

（
褐
）

年
に
二
冊
本
と
し
て
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
出
版
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
語
版
に
も
記
載
は
な
い
。
そ
の
後
シ
ャ
ル
モ
ら
に
よ
り
、
よ
り
新
し
い
文

出
し
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
薬
酒
方
の
名
称
は
、
そ
れ
ら
を
反
映
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

６
－
厚
生
新
編
」

フ
ラ
ン
ス
の
百
科
事
典
の
閏
訳
本
の
翻
訳
書
、
「
厚
生
新
編
』
に
次
の
記
載
が
あ
る
。

「
バ
ロ
ン
、
ハ
ン
、
ズ
ウ
イ
ー
テ
ン
」
梅
毒
治
法

昇
耒
精
製
の
者
六
十
分
銭
の
十
二
、
焼
酒
百
九
十
二
銭
。

右
昇
耒
に
焼
酒
を
加
え
て
研
和
し
、
朝
夕
一
匙
宛
、
「
サ
ッ
サ
フ
ラ
ス
泡
剤
」
、
或
い
は
「
サ
ル
サ
パ
リ
ッ
ラ
、
ポ
ッ
ク
ホ
ー
ト
」
煮
湯

（
㈹
）

一
洗
蓋
鉢
を
以
て
送
下
す
。
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献
を
引
用
し
て
増
補
さ
れ
た
一
七
七
八
年
版
七
冊
本
に
は
、
水
銀
【
ヨ
員
ゆ
Ｐ
ぐ
国
両
の
部
に
、
《
宍
弓
弄
の
号
①
『
具
）
号
重
言
①
ぐ
目
号
ロ

国
胃
○
ご
く
画
ご
望
言
両
弓
閃
ｚ
》
扇
鴨
邑
の
烏
ぐ
の
邑
匡
の
‐
国
話
冨
①
ロ
の
望
》
（
バ
ロ
ン
・
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
の
梅
毒
治
療
法
に
お
け
る
水
銀
）
の
見
出
し

（
“
）

で
、
半
列
六
十
二
行
に
わ
た
る
説
明
が
あ
る
。
『
厚
生
新
編
」
で
は
第
六
十
一
巻
、
「
バ
ロ
ン
、
ハ
ン
、
ズ
ウ
イ
ー
テ
ン
梅
毒
治
法
」
を
含
む

「
水
銀
の
二
」
の
章
の
訳
者
、
宇
田
川
椿
奄
・
小
関
三
英
は
必
要
部
分
を
逐
語
的
に
訳
述
し
て
お
り
、
原
文
に
あ
る
吐
誕
療
法
、
効
果
的
な
服

用
法
、
本
処
方
に
関
す
る
ロ
ン
ド
ン
や
オ
ラ
ン
ダ
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
部
分
は
全
く
省
略
さ
れ
て
い
る
。
用
量
に
つ
い
て
は
、

原
文
が
昇
耒
十
二
グ
レ
ー
ン
を
二
十
四
オ
ン
ス
の
モ
ル
ト
ワ
イ
ン
に
溶
解
す
る
と
し
て
い
る
の
を
、
日
本
式
単
位
の
銭
に
換
算
し
て
記
し
て

い
る
。
換
算
は
、
『
増
補
重
訂
内
科
撰
要
」
や
『
遠
西
医
方
名
物
考
』
凡
例
中
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
「
秤
量
符
」
に
従
っ
て
お
り
、
例
え
ば
秤

量
符
で
は
グ
レ
ー
ン
は
一
銭
の
六
十
分
の
一
、
オ
ン
ス
は
八
銭
と
し
て
い
る
の
で
、
十
二
グ
レ
ー
ン
は
六
十
分
銭
の
十
二
、
二
十
四
オ
ン
ス

は
百
九
十
二
銭
〔
八
銭
×
二
十
四
〕
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
秤
量
符
に
従
え
ば
換
算
は
容
易
で
あ
る
。
○
・
一
○
四
％
昇
耒
液
を
駆
梅
用
の

植
物
製
剤
と
服
用
す
る
よ
う
指
示
し
て
お
り
、
用
量
も
一
日
二
回
、
一
匙
宛
と
だ
け
記
し
、
最
大
量
の
記
載
が
な
い
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
語
七

冊
本
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
。

（
編
）

こ
の
七
冊
本
は
一
七
七
八
年
の
出
版
後
ま
も
な
く
日
本
に
舶
載
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、
宇
田
川
玄
真
ら
は
参
考
に
し
た
で
あ
ろ
う
と
考
え

ら
れ
る
。
オ
ラ
ン
ダ
語
原
書
で
は
「
：
：
．
病
気
が
恐
ろ
し
く
重
篤
な
場
合
は
勿
論
、
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
の
方
法
で
も
効
か
な
い
が
、

こ
の
場
合
は
吐
誕
療
法
で
も
効
か
な
い
の
だ
か
ら
、
治
療
法
の
問
題
で
は
な
い
」
と
い
う
表
現
は
、
『
遠
西
医
方
名
物
考
』
で
は
「
是
ヲ
用
ヒ

テ
効
ナ
キ
者
ハ
吐
誕
療
法
モ
効
ナ
シ
」
と
し
て
反
映
さ
れ
て
い
る
し
、
そ
の
記
述
も
両
者
に
共
通
し
た
部
分
が
い
く
つ
か
あ
る
。
「
遠
西
医
方

名
物
考
」
の
凡
例
に
は
、
引
用
し
た
書
籍
と
し
て
二
十
四
冊
の
書
名
を
記
し
て
お
り
、
シ
ョ
メ
ー
ル
の
「
百
家
工
芸
諸
術
韻
符
書
』
を
最
初

に
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
書
籍
の
符
号
を
「
通
篇
各
条
二
付
ス
」
と
し
て
い
る
が
、
「
斯
微
甸
薬
酒
方
」
に
は
引
用
書
籍
は
記
さ
れ
て

い
な
い
。
参
考
に
は
し
た
が
、
そ
の
ま
ま
引
用
は
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。
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表IH本薬局方収載の駆梅用内用昇耒の用量

常用量(9) 極量(9)

一回量一日量

発行年
一回量 一日量

スウィーテン処方

日本薬局方初版

第二改正

日本薬局方

第三改正

日本薬局方

第四改正

日本薬局方

第五改正

日本薬局方

４
６
１

５
８
９

７
８
８

１
１
１

２
２
０
０
０
０
）
）

戸
ｈ
Ｕ
（
（

５
３
３

１
０
０

０
０
０

１
ｉ
ｌ

ｌ
ｌ
ｉ

0.0312

0.006～0.04

0.003～0.02

又は0.006～0.04

0.003～0.01

又は0．006～0.02

0.005～0.01

又は0.01～0.02

O､0O2～0.01

又は0.()04～0.02

２１３
３
２

０
０
０

０
０
０

４２６０
１
１

０
０
０

1906 0.003～0.01 0.020．06

1920 0.005～0.01 0.02().()6

1932 0.002～0.01 0.()20．06

江
戸
中
期
、
一
七
七
五
年
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
の
来
日
に
よ
り
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
で
公
表

さ
れ
て
か
ら
約
二
十
年
後
に
日
本
に
導
入
さ
れ
た
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
水
は
、

当
時
の
藺
方
医
に
よ
り
次
々
に
伝
承
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
処
方
の
決
め
手
は
、
安

７
「
日
本
薬
局
方
』
中
の
駆
梅
用
昇
耒

日
本
で
は
薬
局
方
初
版
は
明
治
一
九
年
二
八
八
六
）
に
公
布
さ
れ
た
。
こ
れ
は
オ

ラ
ン
ダ
薬
局
方
を
は
じ
め
と
し
て
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
薬
局
方
を
参
照
し
た
も
の
で

あ
り
、
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
水
は
収
載
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
丸
剤
等
の
剤

形
で
駆
梅
用
昇
耒
の
内
用
は
、
薬
局
方
初
版
か
ら
第
五
改
正
薬
局
方
ま
で
収
載
さ
れ

（
桁
）

て
お
り
、
そ
れ
を
ま
と
め
た
の
が
表
１
で
あ
る
。
常
用
量
は
解
説
書
に
よ
り
ば
ら
つ

き
が
あ
る
が
、
局
方
に
記
載
さ
れ
て
い
る
極
量
は
第
三
改
正
版
以
降
は
一
回
○
・
○

二
ｇ
、
一
日
○
・
○
六
ｇ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
原

処
方
の
最
高
用
量
を
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
で
い
る
も
の
で
あ
る
。
日
本
の
場
合
一
日

三
回
投
与
が
普
通
で
あ
る
の
で
、
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
処
方
の
最
高
一
回
量
○
．

○
三
ｇ
に
相
当
す
る
も
の
と
し
て
○
・
○
二
ｇ
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
第
二

次
世
界
大
戦
後
に
刊
行
さ
れ
た
第
六
改
正
日
本
薬
局
方
（
一
九
五
三
以
降
に
は
、
す

で
に
ペ
ニ
シ
リ
ン
が
市
場
に
あ
り
、
昇
耒
は
駆
梅
剤
と
し
て
収
載
さ
れ
る
こ
と
は
な

く
、
消
毒
剤
と
し
て
の
み
収
載
、
利
用
さ
れ
て
い
る
。

三
、
お
わ
り
に
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全
性
を
考
慮
し
た
昇
耒
の
用
量
で
あ
る
が
、
極
量
を
超
え
る
用
量
も
ま
た
伝
承
さ
れ
、
使
用
さ
れ
て
い
た
。
江
戸
後
期
、
一
八
二
○
年
以
降

は
、
新
着
を
含
め
た
多
く
の
蘭
医
書
に
よ
り
西
洋
薬
物
を
理
解
、
消
化
し
て
著
述
さ
れ
た
西
洋
薬
物
書
が
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
必
要

な
記
述
と
と
も
に
、
よ
り
正
し
い
用
量
が
記
載
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

西
洋
で
は
漣
を
流
す
ま
で
水
銀
剤
を
投
与
す
る
吐
挺
療
法
は
、
こ
れ
を
疑
問
と
す
る
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
の
貢
献
に
も
拘
ら
ず
、
一

（
打
）

八
五
○
年
代
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
た
と
い
う
。
お
そ
ら
く
日
本
で
も
、
高
用
量
の
昇
耒
水
を
は
じ
め
と
し
た
水
銀
剤
の
過
量
投
与
は
行
な
わ

れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
ス
ピ
ロ
ヘ
ー
タ
の
感
染
に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
梅
毒
は
、
江
戸
時
代
最
も
恐
れ
ら
れ
た
慢
性
伝
染
病
の
一
つ
で

あ
る
が
、
治
療
薬
は
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
副
作
用
の
強
い
水
銀
剤
が
用
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
副
作
用
を
最
大
限
抑
え
た
用
量
の
塩
化
第
二

水
銀
の
内
用
療
法
は
、
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
に
よ
り
初
め
て
日
本
に
導
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
有
用
性
を
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
が
ど
れ
ほ
ど
把

握
し
て
い
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
れ
を
綴
っ
た
吉
雄
耕
牛
は
、
恐
ら
く
既
に
オ
ラ
ン
ダ
語
で
読
ん
だ
プ
レ
ン
ク
ら
の
書
籍
で
知

識
を
得
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
新
処
方
と
し
て
「
紅
毛
秘
事
記
』
に
ま
と
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

土
肥
慶
蔵
『
世
界
徽
毒
史
」
で
は
、
付
録
の
「
徽
毒
学
古
文
書
解
題
」
中
〃
〔
妬
〕
ビ
ー
ル
著
水
銀
軟
膏
ト
ワ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
氏
液
ノ

（
帽
）

併
用
二
因
ル
駆
徽
法
（
一
八
二
二
年
）
〃
と
し
て
、
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
氏
液
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
お
ら
れ
る
。
土
肥
慶
蔵
氏
が
ワ
ン
・

ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
氏
液
と
訳
し
て
お
ら
れ
る
の
を
、
筆
者
が
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
水
と
し
た
の
は
、
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
の
教
え
は
溶
媒
を
焼

酒
で
は
な
く
水
と
し
て
お
り
、
ョ
－
ロ
ッ
パ
の
局
方
で
も
蒸
留
水
を
溶
媒
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
水
を
評
価
し
た
の
は
、
筆
者
が
知
る
限
り
で
は
二
十
世
紀
の
医
史
学
者
、
ア
ル
ム
ク
ヴ
ィ
ス
ト
氏
旨
ｇ
ｐ
Ｅ
日
‐

冒
胃
と
レ
ス
キ
ー
氏
匂
。
四
Ｆ
の
ど
で
あ
り
、
安
全
性
の
視
点
か
ら
そ
の
有
用
性
を
強
調
し
て
い
る
。
カ
ロ
リ
ン
ス
ヵ
研
究
所
元
泌
尿
器
科

教
授
の
ア
ル
ム
ク
ヴ
ィ
ス
ト
氏
は
「
こ
の
時
代
の
駆
梅
療
法
の
本
当
の
進
歩
は
、
水
銀
量
を
減
ら
し
て
毒
性
が
表
れ
な
い
よ
う
に
し
た
こ
と

（
仰
）

で
あ
る
」
と
、
一
九
二
三
年
の
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
リ
ン
ネ
協
会
誌
」
の
中
で
述
べ
て
い
る
。
ウ
ィ
ー
ン
大
学
元
医
史
学
研
究
所
長
、
レ
ス

キ
ー
氏
は
一
九
七
七
年
、
イ
ン
ス
ブ
ル
ク
で
の
国
際
薬
史
学
会
の
特
別
講
演
「
十
八
世
紀
に
お
け
る
薬
剤
の
臨
床
研
究
」
で
フ
ァ
ン
・
ス
ゥ
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イ
ー
テ
ン
は
ゥ
イ
ー
ン
に
薬
剤
の
臨
床
研
究
を
導
入
し
た
改
革
者
で
あ
る
と
し
て
、
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
が
こ
の
昇
耒
液
を
広
範
な
症

例
に
臨
床
試
用
し
て
、
そ
れ
に
基
づ
く
「
薬
剤
は
安
全
で
最
大
の
有
効
性
を
示
し
、
か
つ
単
純
で
経
済
的
な
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

（
鋤
）

い
う
主
張
は
、
ョ
１
ロ
ッ
パ
の
医
学
の
各
中
心
地
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
」
と
述
べ
て
、
広
範
な
臨
床
試
用
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
安
全
性
に
加

え
て
有
効
性
と
経
済
性
を
備
え
た
薬
剤
と
し
て
積
極
的
に
評
価
し
て
い
る
。

日
本
で
は
安
永
年
間
に
導
入
さ
れ
た
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
水
は
、
水
銀
水
、
オ
ラ
ン
ダ
水
薬
、
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
薬
酒
方
な
ど
と
、
名

称
を
変
え
な
が
ら
も
蘭
方
医
に
よ
り
次
々
に
伝
承
さ
れ
、
フ
ァ
ン
・
ス
ウ
ィ
ー
テ
ン
に
よ
る
最
高
用
量
は
昇
耒
内
用
の
極
量
と
し
て
第
五
改

正
日
本
薬
局
方
ま
で
引
き
継
が
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

本
稿
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
文
献
資
料
の
閲
覧
に
ご
便
宜
を
い
た
だ
い
た
津
山
洋
学
資
料
館
、
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
、
武
田
科
学
振

興
財
団
杏
雨
書
屋
、
東
京
国
立
博
物
館
、
国
立
国
会
図
書
館
、
国
立
国
会
図
書
館
東
洋
文
庫
、
野
間
科
学
医
学
研
究
資
料
館
、
順
天
堂
大
学

医
史
学
研
究
室
、
東
京
大
学
医
学
図
書
館
、
金
沢
大
学
医
学
部
図
言
館
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
ご
指
導
、
ご
教
示
を
た
ま
わ
っ

た
ウ
ィ
ー
ン
大
学
医
史
学
研
究
所
目
．
言
四
国
の
可
且
騨
呂
①
、
、
内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
青
木
允
夫
先
生
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
４
）
高
橋
文
「
Ｃ
・
Ｐ
・
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
と
日
本
」
第
四
報
・
第
五
報
、
「
日
本
薬
史
学
雑
誌
」
二
九
巻
一
号
、
四
七
’
六
三
頁
、
一
九
九
四
。
高

（
３
）
］
○
一
国
己
鈩
言
房
急
禺
叩
像
匡
昌
①
Ｈ
ｏ
ぐ
四
．
○
閏
’
一
ぐ
（
）
ロ
巨
冒
］
肝
ぐ
四
戸
の
四
コ
号
里
の
○
日
匪
一
肉
閏
’
①
》
、
ぐ
①
己
の
一
国
巨
冒
誠
‐
の
堅
］
の
一
【
農
）
①
厨
シ
厨
め
一
角
一
芦
く
胃
》
臼
‐

■
●

文
献
と
注

（
１
）
木
村
陽
二
郎
『
日
本
自
然
誌
の
成
立
」
、
六
八
’
七
○
頁
、
八
一
頁
、
中
央
公
論
社
、
東
京
、
一
九
七
四
。
田
中
長
三
郎
「
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
と
植

物
学
」
、
日
本
学
術
会
議
・
日
本
植
物
学
会
編
『
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
研
究
資
料
」
、
五
’
八
頁
、
東
京
、
一
九
五
三
。
他
。

（
２
）
大
鳥
蘭
三
郎
「
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
と
日
本
の
医
学
」
、
日
本
学
術
会
議
・
日
本
植
物
学
会
編
『
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
研
究
資
料
」
、
二
九
’
三
○
頁
、
東
京
、

昌
昌
Ｐ
［
二
〕
も
め
四
』
“
》
』
や
い
い

一
九
五
三
。
他
。
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（
６
）
○
四
ユ
宅
①
蔚
閂
目
言
貢
弄

（
７
）
前
掲
文
献
（
６
）
、
目

九
頁
、
平
凡
社
、
一
九
‐

（
８
）
ｎ
．
両
目
言
冒
す
閏
噌
吊

く
２
．
〆
浅
〆
胃
く
》
口
器
ｌ
」

（
９
）
○
・
勺
．
目
言
昌
一
吊
侭
“
固

い
鱒
の
再
○
○
一
《
す
○
一
ヨ
罠
昌
『
『
“

（
５
）
京
都
大
学
図
書
館
所
蔵
の
富
士
川
本
に
よ
る
。

（
６
）
○
冑
一
℃
９
国
弓
ご
昌
弓
①
侭
叩
詞
①
団
員
一
両
員
（
己
四
》
シ
ヰ
旨
四
》
シ
の
厨
》
哉
目
聾
国
Ｑ
シ
胃
愈
①
巨
弓
ご
ｌ
弓
己
、
蜀
胃
ｍ
ｓ
Ｑ
①
一
⑦
国
》
口
歸
１
こ
つ
〕

（
７
）
前
掲
文
献
（
６
）
、
目
『
①
且
①
号
一
ｇ
も
函
弓
）
ご
湧
巴
四
〕
ご
閏
．
Ｃ
・
Ｐ
・
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
、
高
橋
文
訳
『
江
戸
参
府
随
行
記
」

（
皿
）
前
掲
文
献
（
７
）
、
ロ
圏
や
届
、
．
一
八
六
’
一
八
七
頁
。

（
Ⅱ
）
前
掲
文
献
（
７
）
、
口
計
‐
認
．
三
○
○
’
三
○
一
頁
。

（
吃
）
阿
知
波
五
郎
「
近
代
医
史
学
論
考
」
、
二
’
四
頁
、
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
八
六
。

（
昭
）
阿
知
波
五
郎
『
近
代
日
本
の
医
学
」
、
九
一
頁
、
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
八
二
。

（
Ｍ
）
宗
田
一
『
日
本
製
薬
技
術
史
の
研
究
』
、
八
一
’
一
○
四
頁
、
薬
事
日
報
社
、
東
京
、
一
九
六
五
。

（
肥
）
宗
田
一
「
駆
梅
用
水
銀
剤
の
製
造
を
め
ぐ
る
認
識
と
展
開
」
、
実
学
資
料
研
究
会
編
『
実
学
史
研
究
Ⅱ
」
、
三
’
三
二
頁
、
思
文
閣
出
版
、
京
都
、

一
九
八
五
。

（
略
）
片
桐
一
男

（
Ⅳ
）
杉
田
玄
白

橋
文
「
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
と
日
本
人
と
の
交
流
」
「
洋
学
史
研
究
」
十
一
号
、
四
二
’
六
一
頁
、
一
九
九
四
。
團
白
自
画
冨
冨
⑩
冨
皆
］
シ
ｇ
①
ｇ
ａ

ｏ
両
ヨ
巨
舌
①
侭
）
の
○
○
ロ
ヨ
盲
目
）
。
ｓ
三
８
房
巴
○
閏
の
言
］
§
胃
〕
．
浅
く
号
冒
扇
目
禺
』
○
国
巴
団
○
国
ヨ
８
一
○
○
口
喝
①
朋
叩
刃
○
８
８
冒
鴨
（
〕
｛
言
①

望
日
Ｃ
Ｏ
め
三
目
：
○
胃
一
恵
国
‐
弓
冒
三
〕
①
侭
四
目
言
⑳
○
○
コ
ヨ
宮
昌
（
）
旨
８
百
周
ロ
①
、
①
国
○
国
》
》
．
『
植
物
研
究
雑
誌
』
六
九
巻
五
号
、
三
六
三
’
三
七

い
く
口
員
）
（
〕
望
ロ
ロ
］

一
、
一
九
九
四
向

一
九
八
○
。

「
杉
田
玄
白
と
作
州
の
門
弟
小
林
令
助
」
宣
滴
』
第
二
号
、
五
○
’
九
六
頁
、
一
九
九
四

『
形
影
夜
話
」
一
八
一
○
・
内
藤
く
す
り
博
物
館
所
蔵
。
杉
田
玄
白
原
著
・
浜
久
雄
訳
「
蘭
学
事
始
」
、
二
三
六
頁
、
教
育
社
、
東
京
、

出
“
西
野
己
里
の
①
胃
国
浮
〕
昌
茸
禺
哉
計
．
ｍ
①
①
。
Ｑ
①
匡
黙
急
二
貝
昌
ｓ
号
買
ゴ
胃
》
【
（
）
口
哩
・
く
里
①
。
印
一
国
忌
酔
の
胃
苛
ョ
尉
口
の
出
四
コ
ｅ
言
い
閏
．
》

四
Ｃ
ｌ
↑
窮
め
言
〕
ｎ
戸
｝
一
（
）
一
己
〕
管
冒
司
司
釣

瞬
“
国
①
⑱
酉
．
耐
時
冒
侭
で
少
①
ロ
、
⑮
函
○
四
吋
向
Ｐ
昌
昌
ヨ
〕
》
【
○
口
唾
・
く
の
房
己
の
穴
農
〕
ｍ
シ
の
四
口
①
日
耐
。
の
エ
四
口
＆
言
い
閏
〕
く
（
）
一
隅
×
〆
胃
〆
｝
両
冒
‐

九
九
四

｛
〕
｛
〕
の
四
一
画
》
』
司
唾
鈩

一
八
八
’
一
八
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へへへへ

38373635
…ー……

（
別
）

（
調
）

（
犯
）

へへへへへへへへ

3130292827262524
…………ー……

（
鵬
）
前
掲
文
献
（
３
）
、
ロ
旨
？

（
四
）
前
掲
文
献
（
皿
）
、
八
一
頁
。

（
別
）
片
桐
一
男
「
江
戸
の
藺
方
医

（
皿
）
田
口
新
吉
『
西
洋
医
学
の
伝

（
犯
）
本
書
は
杏
雨
書
屋
と
東
京
国

（
羽
）
酒
井
シ
ヅ
弓
解
体
新
書
」
Ｌ

一
九
九
一
・

、
’
○
‐
Ｑ
罠
９
句
目
只
旨
口
四
ご
ｇ
ｍ
Ｑ
①
昌
鄙
ｎ
ｍ
さ
い
国
ロ
ゴ
顎
○
ご
胃
一
冊
の
９
号
国
閏
啄
呂
己
の
》
ｚ
①
君
国
目
戸
口
巨
午
］
弱
》
ら
ご
‐

宮
下
三
郎
「
和
蘭
医
書
の
研
究
と
書
誌
』
、
一
○
一
頁
、
井
上
書
店
、
東
京
、
一
九
九
七
。

内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
所
蔵
。

内
藤
記
念
く
す
り
博
物
館
所
蔵
。

宗
田
一
「
大
槻
玄
沢
と
西
洋
物
産
学
」
、
洋
学
史
研
究
会
編
「
大
槻
玄
沢
の
研
究
」
、
一
六
三
’
一
六
四
頁
、
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
九
一
・

前
掲
文
献
（
吃
）
、

、
．
○
．
⑦
ご
耐
凰
の

宮
下
三
郎
「
和
鮒

前
掲
文
献
（
弱
）
、
解
説
一
三
’
一
八
頁
。

石
田
純
郎
「
緒
方
洪
庵
の
蘭
学
」
二
二
一
頁
、
二
三
三
頁
、
思
文
閣
出
版
、
京
都
、
一
九
九
二
。

ウ
プ
サ
ラ
大
学
図
書
館
所
蔵
、
翻
訳
は
月
川
和
男
氏
の
ご
助
力
を
得
た
。

前
掲
文
献
（
調
）
、
二
三
三
頁
。

本
書
の
オ
ラ
ン
ダ
語
訳
本
か
ら
、
関
連
部
分
の
コ
ピ
ー
を
中
西
淳
朗
氏
よ
り
ご
提
供
頂
い
た
。

前
掲
文
献
（
略
）
、
六
七
頁
。

前
掲
文
献
（
昭
）
、
九
○
’
九
三
頁
。

宗
田
一
解
説
『
水
銀
系
薬
物
製
法
書
九
編
」
江
戸
科
学
古
典
叢
書
二
十
五
、
二
七
五
頁
、
恒
和
出
版
、
東
京
、
一
九
八
○
。

Ｃ
・
Ｐ
・
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
、
高
橋
文
訳
『
江
戸
参
府
随
行
記
』
一
八
六
頁
、
平
凡
社
、
一
九
九
四
。

片
桐
一
男
「
江
戸
の
藺
方
医
学
事
始
」
、
七
八
’
八
七
頁
、
丸
善
、
東
京
、
二
○
○
○
・

田
口
新
吉
『
西
洋
医
学
の
伝
来
」
、
三
二
頁
、
日
本
生
協
連
医
療
部
会
、
東
京
、
一
九
八
三
。

本
書
は
杏
雨
書
屋
と
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
本
が
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
全
く
同
じ
。

酒
井
シ
ヅ
弓
解
体
新
書
」
と
「
重
訂
解
体
新
書
」
」
、
洋
学
史
研
究
会
編
「
大
槻
玄
沢
の
研
究
」
、
二
三
’
二
四
頁
、
思
文
閣
出
版
、
京
都
、

ノ､

頁
0

旨
』
（
）
ｌ
胃
」
』
で
．
』
」
、
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（
調
）
高
橋
文
「
Ｃ
・
Ｐ
・
ツ
ュ
ン
ベ
リ
ー
と
日
本
」
第
五
報
、
『
日
本
薬
史
学
雑
誌
」
二
九
巻
一
号
、
五
八
頁
、
一
九
九
四
。

（
柵
）
ノ
エ
ル
、
シ
ョ
メ
ー
ル
原
著
、
デ
、
シ
ャ
ル
モ
ッ
ト
訳
補
、
馬
場
貞
由
、
大
槻
茂
質
外
五
氏
重
訳
「
厚
生
新
編
』
、
七
六
七
’
七
六
八
頁
、
厚
生

新
編
刊
行
会
、
静
岡
、
一
九
三
七
。

（
狐
）
前
掲
文
献
（
棚
）
、
解
説
、
一
’
二
十
一
頁
。
菅
野
陽
ヨ
シ
ョ
メ
ー
ル
」
オ
ラ
ン
ダ
語
版
」
、
有
坂
隆
道
編
「
日
本
洋
学
史
研
究
Ⅲ
」
、
七
一
’
一

一
二
頁
、
創
元
社
、
一
九
七
四
。
日
蘭
学
会
編
「
洋
学
史
事
典
』
、
二
六
一
’
二
六
二
頁
、
三
五
○
頁
、
雄
松
堂
、
東
京
、
一
九
八
四
。

（
蛇
）
野
間
科
学
医
学
研
究
資
料
館
所
蔵
。

へへ

4342
ゞ…

へへへへへ

5049484746
習……酋一

へへ

4544
ー

前
掲
文
献
（
調
）
、
六
一
言

前
掲
文
献
（
３
）
、
ロ
弓
．

土
肥
慶
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AcceptanceofvanSwieten'sLiquorinJapan

FumiTAKAHASHI

CarlPeterThunberg,aSwedishmedicaldoctorandbotanistwhovisitedJapaninl775as

amedicaldoctorattachedtotheDutchTradeHouseinDejima,Nagasaki,taughtthe

treatmentofsyphilisusingmercurywatertoJapanesedoctorsandinterpreters.Thistherapy

isbasedontheoraladministrationofa0.104%solutionofmercuricchlorideandwas

publishedinl754byGerardvanSwieteninVienna,whoquestionedtheutilityofthe

conventionalsalivationtherapy.Thedosewassettakingsafetyintoaccount.KogyuYoshio,

aJapanese-Dutchinterpreter,hadalreadyreadaboutitinabookwrittenbyJJ.Plenck,

whenhewastaughtaboutthetherapybyThunberg.HerecordedThunberg'steachingsinhis

book@4Komohijiki'',presentingdetailsofvariousformulations,includingahigh-doseformu-

lation.Themercurytherapywassubsequentlyspreadacrossthecountrybymedicaldoctors

wholearnedWesternmedicinethroughtheDutch.Inthel820's,GenshinUdagawa,whoread

anumberofWestemmedicalbooks,publishedbooksonWedsterndrugs.Inthesebooks,G.

Udagawaincludedpreciseinformationon"SwietenYakushu-ho(medicatedalcohol)",

includinginformationonthedosage,formulation,modeofusage,andprecautionsforuse.

ThamaximumdoseofmercuricchlorideestablishedbyvanSwietenwasincludedinthe

JapanesePharmacopoeiauptoits5thedition.
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